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二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治

渡　
　

辺　
　

容
一
郎

Ⅰ
．
は
じ
め
に

Ⅱ
．
地
方
分
権
改
革
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
変
容

Ⅲ
．
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
変
容
と
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
結
果

│
「
独
立
」
の
拒
絶
？

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

Ⅰ
．
は
じ
め
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
は
、
通
例
、
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
国
家
構
造
（
憲
法
）
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
変
容
と
い
う
見
地
か
ら
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

論　

説

一
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の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
＝
連
合
王
国
（the U

nited K
ingdom

, U
K

）
か
ら
の
分
離
独
立
を
「
賛
成
（Y

es

）、
反
対
（N

o

）」
二
者
択

一
で
問
う
住
民
投
票
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
が
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
域
で
実
施
さ
れ
た

（
1
）

。
そ
し
て
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
（
一
六
歳
以
上
の
有
権
者
）
の
意
思
に
基
づ
き
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
連
合
王
国
残
留
が
決
ま
っ
た
。

当
該
住
民
の
意
思
で
「
独
立
」
が
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
二
〇
一
四
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
は
十
分
検
討
に
値
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
住
民
投
票
実
施
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
、「
中
央
」（
国
家
レ
ベ
ル
）
に
対
す
る
「
周
辺
」（
地
域
・
地
方
レ
ベ
ル
）
か
ら
の
異
議

申
立
て
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
既
成
政
党
政
治
（U
nionists

）
へ
の
住
民
（N

ationalists

）
の
不
満
を
表
明
す
る
手
段
に
も
な
り
得
た
か
ら

で
あ
る

（
2
）

。
し
た
が
っ
て
、「
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
現
状
（
変
容
）
と
そ
の
影
響
」
と
い
う
独
自
の
分
析
視
角
を
用
い
る
こ
と
で
、

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
の
本
質
を
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
ロ
ン
ド
ン
と
エ
ジ
ン
バ
ラ
、
二
つ
の
側
面
に
分
け
た
う
え
で
、
上
記
の
分
析
視
角
に
基
づ
き
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

1
．
ロ
ン
ド
ン
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
（U

K
 governm

ent
）
の
側
面

現
連
立
政
権
の
軸
で
あ
り
、
伝
統
的
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
政
党
で
も
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
保
守
党
が
、
連
合
王
国
か
ら
の

分
離
独
立
を
問
う
今
回
の
住
民
投
票
実
施
に
踏
み
切
っ
た
背
景
。

2
．
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
（S

cottish governm
ent

）
の
側
面

結
党
以
来
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
党
是
と
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
首
席
大
臣
（fi rst M

inister

）
を
務

め
て
い
た
サ
モ
ン
ド
（A

lex S
alm

ond

）
党
首
と
そ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
、
二
〇
〇
七
年
（
単
独
少
数
与
党
）
か
ら
二
〇
一
一
年

二



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
三
）

に
か
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙

（
3
）

で
躍
進
し
た
（
初
の
単
独
安
定
多
数
与
党
と
な
っ
た
）
背
景
。
そ
し
て
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
独
立
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
の
意
思
で
最
終
的
に
否
決
さ
れ
た
理
由
。

Ⅱ
．
地
方
分
権
改
革
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
変
容

イ
ギ
リ
ス
の
主
要
（
三
大
）
政
党
、
即
ち
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
民
党
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
地
方
分
権
改
革
」（devolution

）

を
容
認
す
る
が
、
連
合
王
国
か
ら
の
分
離
「
独
立
」（independence

）
に
は
難
色
を
示
す
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
、
と
り
わ
け
現
連
立
政
権
の
軸
で
あ
り
、
伝
統
的
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
政
党
で
も
あ
る
保
守
党
が
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施

に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑴　

二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施
に
至
る
経
緯
と
根
拠

後
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
実
施
を
ほ
ぼ
決
定
づ
け
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
け
る

「
少
数
与
党
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
躍
進
、
即
ち
、
同
党
の
「
安
定
多
数
議
席
獲
得
」
で
あ
っ
た

（
4
）

。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
今
回
の
み
な
ら
ず
、
前
回

│
少
数
与
党
と
は
い
え
同
党
史
上
初
の
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
政
権
獲
得
に

成
功
し
た

│
二
〇
〇
七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
も
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
実
施
」
を
公
約
と

し
て
掲
げ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
か
ら
二
回
続
け
て
「
選
挙
に
よ
る
委
任
＝
マ
ン
デ
ー
ト
」（electoral 

m
andate

）
を
受
け
、
し
か
も
少
数
与
党
か
ら
安
定
多
数
与
党
へ
と
そ
の
基
盤
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
で
、
住
民
投
票
実
施
に
不
可
欠
な
民

主
的
正
当
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
安
定
多
数
議
席
に
支
え
ら
れ
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
自
治

政
府
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
住
民
投
票
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。三
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し
か
し
な
が
ら
、
法
律
上
こ
こ
に
一
つ
の
障
壁
が
存
在
し
た
。
マ
ク
レ
ー
ン
（Iain M

cL
ean

）
ら
に
よ
れ
ば
、
選
挙
結
果
や
委
任
を
通

じ
て
住
民
投
票
実
施
に
「
倫
理
的
根
拠
」
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
国
家
（
連
合
王
国
）
レ
ベ
ル
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
制
定

法
に
基
づ
く
正
式
な
許
可
、
即
ち
イ
ギ
リ
ス
政
府
（
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）
の
同
意
が
な
い
限
り
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
「
法
的
根
拠
」
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
5
）

。

し
か
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関
す
る
問
題
は
、「（
分
権
化
の
進
ん
だ
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
一
地
域
だ
け
の
問
題
」
と
も
言

い
難
い
。
因
み
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
独
自
の
立
法
権
に
つ
い
て
規
定
し
た
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
（the S

cotland A
ct 

1998

）
で
は
、「
留
保
事
項
」
の
一
つ
に
関
連
す
る
法
案
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
立
法
化
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
具
体
的
な
法
的
判
断
を
下
す
の
は
、
裁
判
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
実
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
連
合
（U

nion

）」
に
関
す
る
問
題
は
、
同
法
で
い
う
「
留
保
事
項
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
る

（
6
）

。

そ
の
た
め
、
た
と
え
住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
法
律
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
制
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
後
か
ら
訴
訟
が

起
こ
さ
れ
た
場
合
、
何
ら
か
の
形
で
裁
判
所
が
そ
の
法
律
に
無
効
判
決
を
下
す
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
最
高

裁
に
よ
る
最
終
的
な
司
法
判
断
（
結
論
）
が
出
る
ま
で
住
民
投
票
実
施
が
遅
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
っ
た
し
、
裁
判
所
の
判
決
如
何
に
よ
っ

て
は
、
住
民
投
票
そ
の
も
の
が
完
全
に
凍
結
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
っ
た

（
7
）

。

こ
の
よ
う
に
、
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
法
的
根
拠
の
問
題
を
考
慮
す
る
と
、
独
立
賛
成
派
に
と
っ
て
一
見
不
利
な
よ
う
に
も
見
え
る
。
し

か
し
同
時
に
、
独
立
反
対
派
か
ら
見
て
も
厄
介
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。
住
民
投
票
を
実
施
す
る
「
法
的
根
拠
」
が
弱
い
と
は
い
え
、

二
〇
〇
七
年
お
よ
び
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
に
伴
う
民
主
的
正
当
性
、
即
ち
「
倫
理
的
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、

独
立
反
対
派
も
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
民
主
国
家
の
建
前
上
、
住
民
投
票
実
施
に
不
可
欠
な
法
律
の
制
定
・
実
施

四



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
五
）

を
裁
判
と
い
う
手
段
で
完
全
に
阻
止
す
る
訳
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
協
議
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
住
民
投
票
実
施
に
必
要
な
「
委
任
＝
マ
ン
デ
ー
ト
」
が
選
挙
を
通
じ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自

治
政
府
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
住
民
投
票
を
「
合
法
的
（legal

）
か
つ
公
正
（fair

）
な
最
終
決
定

（decisive

）
と
す
る

（
8
）

」
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
最
終
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
に
同
意
し
た
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
決
断
を
受
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
相
ム
ー
ア
（M

ichael M
oore

）
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
〇
日
、「
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
自
治
政
府
に
は
、
独
立
を
問
う
住
民
投
票
実
施
に
必
要
な
法
的
根
拠
が
な
い
」
こ
と
を
下
院
で
説
明
し
、
次
の
よ
う
な
公
式
の
提

案
を
行
っ
た
。
前
述
の
「
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
・
セ
ク
シ
ョ
ン
（S

ection

）
三
〇
に
基
づ
き
、
住
民
投
票
実
施
の
た
め
の
諸

権
限
を
ホ
ー
リ
ー
ル
ー
ド
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
）
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
点
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
具
体
的
に

は
、
同
法
セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇
に
規
定
さ
れ
た
「
枢
密
院
令
」（O

rder in C
ouncil, O

rder

）
を
通
じ
て
、
住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
付
加
的

な
立
法
権
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
規
定

に
基
づ
くO

rder

は
、
地
方
分
権
改
革
実
現
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
を
拡
大
す
る
目
的
で
用
い
ら
れ
た
り
、
新
た
に
生

じ
た
問
題
を
処
理
す
る
場
合
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
（
前
例
）
が
あ
っ
た

（
9
）

。

こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
の
「
妥
協
・
譲
歩
？
」
に
つ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
側
は
、
お
節
介
の
し
過
ぎ
だ
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
た

（
10
）

。
と
は
い
え
、
こ
の
提
案
が
独
立
賛
成
派
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
「
渡
り
に
舟
」
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
内
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
内
で
の
様
々
な
議
論
（
二
〇
一
二
年
一
月
〜
三
月
、
五
月
）
を
経
て
、「
こ
の
法
律
に
規

定
さ
れ
たO

rder

を
用
い
て
住
民
投
票
実
施
の
法
的
根
拠
を
（
一
時
的
に
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
移
譲
す
る
」
こ
と
に
、
キ
ャ
メ
ロ

ン
と
サ
モ
ン
ド
の
両
政
府
首
脳
は
合
意
し
た
。
こ
う
し
て
、‘a section 30 O

rder ’
の
運
用
等
に
関
す
る
合
意
文
書
「
エ
ジ
ン
バ
ラ
協
定
」

五
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（E
dinburgh A

greem
ent

）
に
両
首
脳
が
署
名
し
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
、
直
ち
に
、
住
民
投
票
実
施
関
連
事
項
の
立
法
化
に
向

け
て
動
き
出
し
た

（
11
）

。
そ
し
て
二
〇
一
三
年
春
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
に
関
す
る
法
律
」（the S

cottish 

Independence R
eferendum

 A
ct 2013

）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
全
権
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
議
会
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
安
定
多
数
議
席
を
確
保
し
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
主
導
に
よ
っ
て
住
民
投
票
実
施
の
詳
細

が
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
も
（
あ
る
い
は
予
想
に
反
し
て
）、
独
立
反
対
派
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
の
「
歩
み
寄
り
」

と
も
取
れ
る
行
為
を
通
じ
て
、
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
実
施
に
伴
う
最
大
の
障
壁
が
取
り
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、

二
〇
一
四
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
は
、
多
少
極
論
す
れ
ば
「
下
か
ら
の
」
と
い
う
以
上
に
、
あ
る
意
味
「
上
か
ら
の
」

（
イ
ギ
リ
ス
政
府
レ
ベ
ル
、
即
ち
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
側
か
ら
の
）
動
き
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
を
実
質
上
牽
引
し
て
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
は
、
典
型
的
な
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
実
施
に
同
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
今
度
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
特
徴
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
院
内
保
守
党
）
の
内
情
に
焦
点
を
当
て
て
、
イ
ギ
リ
ス
政

党
政
治
に
関
す
る
最
近
の
変
容
も
踏
ま
え
、
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑵　

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
保
守
党
内
状
況

歴
史
的
に
見
た
場
合
、
連
合
王
国
維
持
の
立
場
を
標
榜
す
る
の
が
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
者
（
換
言
す
れ
ば
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）
と
し
て
の
あ

り
方
で
あ
る
。
理
念
上
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
「
反
対
」
し
て
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
（
例
外
で
）
は
な
い
。

六



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
七
）

た
だ
し
、
現
在
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
自
民
党
と
連
立
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
は
地
域
主
義
や
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
比
較
的
尊
重
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
つ
て
バ
ー
ク
（E

dm
und B

urke

）
や
ピ
ー
ル

（R
obert P

eel
）
が
表
明
し
た
り
実
践
し
た
り
し
た
「
変
化
を
本
能
的
に
嫌
う
の
で
は
な
く
、
現
存
の
社
会
秩
序

│
例
え
ば
今
回
の
場

合
、
連
合
王
国
と
い
う
国
家
構
造

│
を
維
持
す
る
た
め
（
目
的
）
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
慎
重
で
穏
健
な
改
革
は
否
定
し
な
い
」

自
由
主
義
的
保
守
主
義
（liberal C

onservatism

）
の
伝
統
に
近
い
特
徴
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

（
12
）

。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
立
場
を
代
表
す
る
保
守
党
党
首
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

「
既
存
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
境
界
に
基
づ
き
、
連
合
王
国
の
将
来
像
を
確
固
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
（
目
的
）、
住
民
投
票
実
施
（
手
段
）

に
同
意
し
た

（
13
）

」
と
考
え
て
よ
い
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
（
政
治
技
術
、
統
治
術
）」（statecraft

）
の
側
面
か
ら
こ
の
問
題
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と

の
関
連
を
捉
え
て
み
る
と
、
保
守
党
党
首
と
し
て
、
伝
統
的
な
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
を
継
承
し
実
践
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
も
分
か
る
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
の
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
分
析
し
、
と
り
わ
け
大
衆
民
主
主
義
の
時
代
に
入
っ
た
一
九

世
紀
末
以
降
の
歴
代
保
守
党
党
首
（
首
相
）
の
そ
れ
と
の
類
似
点
や
連
続
性
を
明
ら
か
に
し
た
ブ
ル
ピ
ッ
ト
（Jim

 B
ulpitt

）
に
よ
れ
ば
、

与
党
時
の
保
守
党
は
民
主
的
圧
力
や
外
的
圧
力
か
ら
中
央
政
府
を
隔
離
し
て
、
そ
の
自
主
性
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
き
た

（
14
）

の
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（A

ndrew
 G

am
ble

）
も
、
保
守
主
義
者
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
課
題
は
「
国
家
の
権
威
」
を
貫
徹

す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
補
足
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
歴
代
の
保
守
党
政
府
は
、
具
体
的
に
は
（
国
防
、
外
交
、
経
済
な
ど

七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
四
八
）

国
家
の
生
存
に
と
っ
て
致
命
的
と
な
る
重
要
政
策
領
域
）「
ハ
イ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
し
て
国
家
が
扱
う
べ
き
問
題
の
数
や
種
類
を
な
る
べ

く
制
限
し
て
き
た
。
同
時
に
、
そ
れ
以
外
の
問
題
は
全
て
（
今
日
で
は
地
域
議
会
や
地
方
政
府
等
が
担
当
す
べ
き
と
さ
れ
る
）「
ロ
ー
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
」
の
政
策
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
、
下
位
の
機
関
に
そ
れ
を
一
切
委
ね
て
し
ま
う
方
法
を

│
成
功
・
失
敗
は
別
と
し
て

│

採
用
し
て
き
た

（
15
）

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
を
軸
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
（
国
家
＝
中
央
政
府
）
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関
す

る
住
民
投
票
実
施
に
強
く
反
対
・
抵
抗
せ
ず
同
意
で
き
た
理
由
・
背
景
も
理
解
で
き
る
。
独
立
反
対
派
か
ら
す
れ
ば
一
見
「
無
謀
」
に
も

思
え
る
「
歩
み
寄
り
」

│
住
民
投
票
に
関
す
る
詳
細
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
地
域
）
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
（
地
方
）
政
府
に

委
ね
た
こ
と

│
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
か
ら
す
れ
ば
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
保
守
党
主
体
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て
敗
北
や

譲
歩
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
を
よ
り
明
確
に
理
解
す
る
た
め
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
動
向
に
比
較

的
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
院
内
保
守
党
の
内
情
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
今
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
は
ブ
レ
ア
（T

ony B
lair

）
労
働
党
に
「
地
滑
り
」
勝
利
を
も
た
ら
し
、
以
後
一
三
年
続
く

ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
の
政
治
と
本
格
的
な
地
方
分
権
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
時
に
一
九
九
七
年
総
選
挙
結
果
に
伴
い
一
八
年
ぶ
り
に

下
野
し
た
保
守
党
は
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
の
み
を
代
表
す
る
残
党
」（E

nglish-based rum
p

）
へ
と
転
落
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
保
守
党
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地
域
か
ら
当
選
者
を
一
人
も
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
直
近
の
二
〇
一
〇
年
総

選
挙
に
お
い
て
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
の
保
守
党
議
員
は
一
人
し
か
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保

八



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
四
九
）

守
党
支
持

（
16
）

の
減
少
・
衰
退
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
で
の
経
験
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
離
れ
を
一
層
加
速
さ
せ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
治
は
、
一
九
九
七
年
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
味
で
変
容
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
つ

目
は
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
下
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
創
設
（
復
活
）
に
象
徴
さ
れ
る
「
分
権
化
し
た
地
域
議
会
」
政
治

│
こ

う
し
た
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
を
、‘old W

estm
inster ’

政
治
に
対
し
て
（
概
念
上
は
曖
昧
だ
が
）‘new

 

politics ’

と
す
る
捉
え
方

（
17
）

も
あ
る

│
の
定
着
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
選
挙
政
治
と
い
う
文
脈
か
ら
見
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

（B
ritish C

onservative P
arty

）
が
事
実
上
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
議
会
）
中
心
型
の‘E

nglish N
ational P

arty ’

に
変
容
し
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
変
容
は
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
に
至
る
保
守
党
（
あ
る
い
は
自
民
党
）
の
動

き
・
背
景
に
も
、
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①　

地
方
分
権
改
革
に
伴
う
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
変
容

一
九
九
九
年
以
後
の
一
連
の
地
方
分
権
改
革
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
を
一
層
促
す
効
果
が
あ
っ
た
。
連

合
王
国
内
各
地
域
の
固
有
性
を
反
映
す
る
新
し
い
「sub-state

でnational

な
」
選
挙
枠
組
み
が
確
立
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
連
合
王

国
か
ら
の
分
離
独
立
を
主
張
す
る
各
地
域
のnationalist parties

の
影
響
力
も
、
以
前
に
比
べ
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
以
後
の
保
守
党
は
、
極
端
に
言
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
を
重
視
し
な
く
て
も

（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
を
優
先
す
る
だ
け
で
）
総
選
挙
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
地
方
分
権
改
革
の

進
展
に
よ
っ
て
、
主
要
（
三
大
）
政
党
の
活
躍
で
き
る
文
脈
が
根
本
か
ら
変
化
し
た

（
18
）

」
と
言
え
る
。

さ
ら
に
地
方
分
権
改
革
を
通
じ
て
、「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
の
（
連
合
王
国
内
で
独
自
の
議
会
を
唯
一
持
た
な
い
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
五
〇
）

（
地
域
）
議
会
化
」
傾
向
も
一
層
強
ま
っ
た
と
マ
イ
コ
ッ
ク
（A

ndrew
 M

ycock

）
ら
は
見
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ま
だ
萌
芽
的
段
階
に
あ

る
と
は
い
え
、
主
要
（
三
大
）
政
党
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
（E

nglishness

）

│
即
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ら
し
さ
と
そ
の
自
主
性

│
を
強
調
す
る
政
党
政
治
」（the party politics of E

nglishness

）
に
何
ら
か
の
形
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
マ
イ
コ
ッ
ク

ら
は
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
「
政
党
政
治
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
（A

nglicisation

）」
現
象
と
し
て
、
こ
の
変
容
を
特
徴
づ
け
て
い
る

（
19
）

。

勿
論
、
現
時
点
で
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
は
、
あ
く
ま
で
文
化
的
独
自
性
の
表
現
と
か
ム
ー
ド
で
あ
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
定
形
の
政

治
運
動
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、「
地
方
分
権
改
革
に
伴
い
政
党
政
治
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
傾
向
と
い
う
文
脈
で
表
れ
た
『
新
た

な
』
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
も
可
能

（
20
）

」
だ
と
マ
イ
コ
ッ
ク
ら
は
主
張
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
的
主

要
（
三
大
）
政
党
が
さ
ら
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
の
方
向
に
向
か
う
傾
向
、
換
言
す
れ
ば
「
政
党
政
治
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
」
現
象
は
、

保
守
党
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

②　

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
変
容
と
ジ
レ
ン
マ

そ
の
影
響
と
は
、
一
言
に
要
約
す
る
な
ら
、
党
と
し
て
の
方
向
性
に
関
す
る
「
ジ
レ
ン
マ
」
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
に
よ
っ
て
地
方
分
権
改
革
が
実
現
す
る
ま
で
、
歴
代
の
保
守
党
党
首
は
、
国
家
構
造
の
解
体
に
繋
が
り
か
ね
な

い
変
革
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
き
た
。
そ
れ
で
も
実
際
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
等
が
開
設
さ
れ
る
と
、
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 

H
ague

）
以
後
の
保
守
党
党
首
は
、
地
方
分
権
改
革
と
、
そ
れ
に
伴
う
新
た
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
る
動
き
に
対
し
て
、「
党
と

し
て
一
貫
し
た
態
度
」
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
選
択
し
て
き
た
の
で
あ
る

（
21
）

。
そ
れ
は
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
従
来
の
立
場
を
堅
持
し

つ
つ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
る
動
き
に
も
「
真
剣
に
」
と
い
う
よ
り
「
そ
れ
な
り
に
」
対
応
し
て
み
せ
る
と
い
う
、
一
種
の
便

宜
主
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
〇



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
一
）

具
体
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ
れ
以
上
刺
激
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
余
計
な
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地

域
議
会
」
は
創
設
せ
ず‘E

nglish Q
uestion （

22
）’

の
み
徐
々
に
解
決
し
て
い
く
方
針
を
保
守
党
は
採
用
し
て
き
た
。
連
合
王
国
存
続
に
と
っ

て
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
増
大
こ
そ
、
実
は
最
も
危
険
な
挑
戦
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
る
党
内
の
動
き
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
一
九
九
九
年
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
関
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
投
票
（E

nglish votes on E
nglish law

s, E
 vo E

L

）
制
度
を
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
に
導
入
す
る
プ
ラ
ン
」
が
当
時
の
ヘ
イ
グ
党

首
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
保
守
党
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
こ
の
提
案
が
必
ず
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
制
度
が
ど
う
す
れ
ば
実
際
に
機
能
す
る
か
と
い
う
点
に
党
内
議
論
は
集
中
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
23
）

。
そ
れ
で
も
根
本
的
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
保
守
党
内
状
況
を
分
析
す
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
保
守
党
は
難
題
に
直
面
し
て
い
る

（
24
）

こ
と

が
分
か
る
。
党
内
「
少
数
派
」
の
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
も
し
く
は
自
由
主
義
的
保
守
主
義
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
従
来
ど
お

り
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
「
顔
」
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
う
す
る
と
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
賛
成
派
」
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
保
守
党
内
の
「（
党
内
多
数
派
を
占
め
る
右
派
議
員
に
比
較
的
多
い
と
思
わ
れ
る
）
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
重
視
す
べ
き
と
い
う

立
場
」
か
ら
も
批
判
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
で
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
強
調
し
過
ぎ
る
素
振
り
を
見
せ
る
と
、
今
度
は
偏
狭
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
立
場
に
迎
合
し
た
と

非
難
さ
れ
、「
中
間
層
」
の
離
反
を
招
き
、
次
期
総
選
挙
で
の
勝
利
と
政
権
維
持
が
危
う
く
な
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

地
方
分
権
改
革
の
進
展
と
定
着
を
通
じ
て
、
現
在
の
院
内
保
守
党
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
ち
ら
に
置
く
か
、
岐
路
に
立
た

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
伝
統
的
か
つ
従
来
的
な
「
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
か
、
そ
れ
と
も
、
新
た
に
認

一
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
五
二
）

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
か
、
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置
い
て
も
深
刻
な
問
題
、
ジ
レ
ン
マ
が
伴
う
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
と
保
守
党
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
今
回
の
住
民
投
票
実
施
に
踏
み
切
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
地
方
分
権
改
革
（
権

力
分
散
化
）
に
伴
う
党
内
状
況
の
変
容
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
流
「
そ
ら
し
」「
苦
肉
の
策
」
と
い

う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

Ⅲ
．
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
変
容
と
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
結
果

│
「
独
立
」
の
拒
絶
？

こ
こ
で
は
、
現
在
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
を
動
か
し
て
い
る
「
独
立
賛
成
派
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
、
現
在
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
最
大
野
党
で
「
独
立
反
対
派
（
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）」
で
も
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党

│
即
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政

党

│
の
変
容
、
そ
し
て
そ
れ
が
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
結
果
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
両
党
の

明
暗
を
分
け
た
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑴　

二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
の
意
味
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党

既
述
の
よ
う
に
、
今
回
の
住
民
投
票
実
施
を
決
定
づ
け
た
出
来
事
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙

（
投
票
率
五
〇
・
四
％
）
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
政
党
政
治
と
は
異
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党

優
位
の
事
実
上
「
一
強
多
弱
」
状
態
が
続
い
て
き
た
。
一
九
九
九
年
第
一
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
以
降
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
二
大
政
党
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
は
、
選
挙
制
度

│
註（
3
）を
参
照

│
の
性
質
上
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（hung 

P
arliam

ent

）
と
、
そ
れ
に
伴
う
「
多
党
制
化⇒

（
労
働
党
と
自
民
党
に
よ
る
）
連
立
内
閣
形
成
」（
一
九
九
九
年
な
ら
び
に
二
〇
〇
三
年
）
と

一
二



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
三
）

い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
一
一
年
に
は
、
少
数
与
党
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
得
票
率
約

五
四
％
（
第
一
野
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
二
九
％
）、
一
二
九
議
席
中
過
半
数
の
六
九
議
席

を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
政
権
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
大

半
か
ら
圧
倒
的
に
信
任
な
い
し
支
持
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
表
1

を
見
る
限
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
政
治
の
逆
転
現
象
、
即
ち
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
優

位
体
制
の
終
焉
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
主
導
体
制
の
確
立
」
は
、
大
凡
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
〇
七
年
の
間
に
完
成
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
表
1
を
見
る
と
、
あ
る
興
味
深
い
現
象
に
気
づ
く
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
選
出
議
員
数
の
増
加
を
例
外
と
し

て
、
小
選
挙
区
制
選
出
議
員
数
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
員
数
合
計
、
そ
し
て
小
選
挙
区
制
お
よ
び

地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
で
の
得
票
率
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
一
貫
し
て
減
少
傾
向
を
見
せ
て

い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
場
合
、
小
選
挙
区
制
選
出
議
員
数
の
増
加
に
加
え

て
、
地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
選
出
議
員
数
お
よ
び
得
票
率
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
員
数
合
計
、

そ
し
て
小
選
挙
区
制
で
の
得
票
率
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
年
を
境
に
減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。

表 1　二大政党別スコットランド議会選挙結果：上段→獲得議席数（人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下段→得票率（％）　総定数129

「小選挙区制」選出 「地域別名簿式比例代表制」選出 スコットランド議員数合計

1999 2003 2007 2011 1999 2003 2007 2011 1999 2003 2007 2011

スコットランド 53 46 37 15 03 04 09 22 56 50 46 37

労働党 39 35 32 32 34 29 29 26 29

スコットランド 07 09 21 53 28 18 26 16 35 27 47 69

民族党 29 24 33 45 27 21 31 44 54

出典 　＜http://www.scottish.parliament.uk/msps/29398.aspx＞の Table 1, 2 など
に基づき筆者作成。

一
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五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
五
四
）

し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
三
年
前
後
の
両
党
の
動
き
に
注
目
す
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

次
に
、
各
種
世
論
調
査
結
果
に
基
づ
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
投
票
意
思
ト
レ
ン
ド
を
概
観
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も
興
味
深
い

現
象
が
見
ら
れ
た
。
小
選
挙
区
制
と
地
域
別
名
簿
式
比
例
代
表
制
の
両
方
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
二
位
で
推
移
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
族
党
支
持
率
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
下
旬
（
投
票
日
の
約
一
か
月
半
前
）
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
一
位
だ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労

働
党
支
持
率
を
逆
転
し
た
。
そ
し
て
投
票
日
当
日
に
至
る
ま
で
、
両
党
支
持
率
の
順
位
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
変
化
し
て
い
な
か
っ
た

（
25
）

。

ま
た
、
党
組
織
力
が
比
較
的
「
モ
ノ
を
言
う
」
小
選
挙
区
制
で
労
働
党
支
持
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党

は
善
戦
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
相
対
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
農
村
部
」
で
強
か
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族

党
は
、
例
え
ば
（
因
み
に
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
で
も
独
立
賛
成
派
が
反
対
派
を
上
回
っ
た
）
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
代
表
さ
れ
る
「
都
市
部
」、
即

ち
、
労
働
党
の
主
要
地
盤
で
も
勝
利
を
収
め
て
い
る

（
26
）

。

以
上
の
点
か
ら
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
優
位
政
党
の
新
旧
交
代
を
決
定
づ

け
た
。
同
時
に
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
に
対
す
る
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
勝
利
を
再
確
認
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
明
暗
を
分
け
た
要
因
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立

を
掲
げ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
躍
進
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
年
後
の
住
民
投
票
で
、
有
権
者
に
よ
っ
て
「
独
立
」
が
否
決
さ

れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
以
下
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
政
治
を
踏
ま
え
つ
つ
、
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て

解
明
し
て
い
く
。

一
四



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
五
）

⑵　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
変
容

①　

一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
に
対
す
る
有
権
者
認
識

一
九
三
四
年
の
結
党
以
来
「
連
合
王
国
か
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
」
を
党
是
と

し
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
例
え
ば
核
基
地
の
撤
去
と
か
脱
原
発
に
伴
う
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
い
っ
た
独
特
の
政
策
を
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
同
党
は
、
地
域
主
義
の
ほ
か
、
表
2
に
も
見
ら
れ
る
と
お

り
、
労
働
党
や
自
民
党
に
近
い
中
道
左
派
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

│
「
大
き
な
政
府
」「
平
等
」

志
向

│
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
な
り
に
脱
物
質
主
義
的
価
値
観
を
も
担
え
る
政
党
と
な
っ
て

い
た
。

こ
こ
で
、
メ
ー
ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）
保
守
党
政
権
期
（
一
九
九
〇
年
代
初
頭
）
の
イ
ギ

リ
ス
主
要
（
三
大
）
政
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
に
対
す
る
有
権
者
の
「
イ
メ
ー
ジ
や

認
識
」
に
つ
い
て
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

当
時
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学
の
ベ
ニ
ー
（L

ynn B
ennie

）
ら
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
上
記
四
党
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
❶
「
政
策
的
立
場
に
関
す
る
認
識
」

（
表
2
）、
❷
「
国
家
構
造
改
革
を
め
ぐ
る
立
場
に
関
す
る
認
識
」（
表
3
）、
そ
し
て
❸

「
一
九
九
二
年
総
選
挙
時
に
お
け
る
政
党
認
識
」（
表
4
）
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

表
2
〜
表
4
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
有
権
者
の
認
識
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ

表 2　政策的立場に関する認識（％） ※ SNP…スコットランド民族党（以下同じ）
政策面のプライオリティ 保守党 労働党 自民党 SNP （　）内はイングランドでの結果

雇用創出 34（35） 79（79） 54（59） 65

高福祉・高負担 24（26） 81（83） 61（65） 62

国有化 17（19） 66（71） 31（34） 48

所得の不平等を是正 21（21） 77（81） 52（53） 63

親・欧州共同体 43（47） 47（46） 44（44） 42

国防支出削減 32（30） 62（68） 45（46） 55

政府の役割を重視 37（41） 75（78） 53（58） 64

出典　 Lynn Bennie, Jack Brand and James Mitchell, How Scotland votes  
Scottish parties and elections （Manchester: Manchester University Press） 
1997, p. 147 （Table 11.3）.
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ン
グ
ラ
ン
ド
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

表
3
を
見
る
と
、
概
ね
労
働
党
と
自
民
党

は
地
方
分
権
改
革
促
進
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

利
益
の
み
の
擁
護
者
・
保
守
党
が
そ
れ
に

反
対
す
る
立
場
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族

党
は
「
独
立
」
志
向
と
認
識
さ
れ
て
い
て
、

各
党
の
理
念
・
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
当
時
に
お
い
て

も
「
独
立
」
よ
り
「
地
方
分
権
改
革
促
進

（
具
体
的
に
は
、
今
日
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
に
象
徴
さ
れ
る
独
自
の
地
域
議
会
創
設
）」

の
ほ
う
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者

か
ら
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
ま
た
、
表
4
か
ら
、
連
合
王

国
か
ら
の
分
離
独
立
に
つ
い
て
は
当
時
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
か
ら
も
、
や
や

表 3　国家構造改革をめぐる立場に関する認識（％）

保守党 労働党 自民党 SNP 全体

イギリス / 欧州共同体からの独立
欧州共同体の中での独立
独自の地域議会創設
現状維持
その他
分からない
無回答

01
03
18
71
01
05
01

04
09
62
15
01
08
01

03
09
45
16
01
25
01

37
49
05
01
00
07
01

06
17
50
24
01
02
00

出典　Ibid., p. 150（Table 11.6）.

表 4　1992年総選挙時における政党認識（％） （　）内はイングランドでの結果

保守党 労働党 自民党 SNP

極端
穏健
団結している
分裂している
特定の階級の利益を考慮している
全ての階級の利益を考慮している
強力な政府を形成できる
強力な政府を形成できない
弱者に思いやりがある
弱者に思いやりがない

38（29）
53（62）
58（68）
34（24）
68（53）
28（40）
79（84）
17（12）
38（48）
51（40）

30（30）
61（60）
27（30）
66（61）
43（56）
47（33）
44（37）
49（56）
72（70）
18（17）

08（06）
71（75）
60（70）
18（13）
12（10）
63（65）
25（24）
57（56）
67（74）
11（07）

51
35
64
19
30
48
30
55
66
16

出典　Ibid., p. 144（Table 11.1）.
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治
（
渡
辺
）

（
七
五
七
）

「
極
端
」
と
見
ら
れ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
で
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
上
の
調
査
結
果
を
検
討
す
る
と
、
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
れ
な
り
に
分
か
っ
て
く
る
。
さ
し
あ
た
り
「『
独
立
』
な
ど
極
端
な

見
解
を
持
っ
て
お
り
、
強
力
な
政
府
は
つ
く
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
住
民
全
体
の
こ
と
を
一
応
考
え
て
く
れ
そ
う
な
比
較
的
団
結
力
あ
る
地

域
政
党
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
平
均
的
な
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
同
党
が
（
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
）
労
働
党
と
肩
を
並
べ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
単
独
政
権
与
党
に
成
長
す
る
姿
な
ど
、
想
像
し
に
く
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

②　

二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
公
約
に
見
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
変
容

で
は
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
時
点
で
、
と
り
わ
け
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
は
ど
の
よ
う
な
公
約
を
掲
げ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
5
を
見
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
に
共
通
す
る
政
策
（
波
線
部
分
）、
即
ち
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
予
算
の
維
持
や
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク

ス
の
凍
結
、
あ
る
い
は
大
学
授
業
料
無
料
化
の
継
続
と
い
っ
た
政
策
は
、
や
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
と
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
で
も
後
述

す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
大
多
数
に
と
っ
て
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
（
支
持
さ
れ
た
）
政
策
課
題
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
野
党
時
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
例
え
ば
二
〇
〇
三
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
意
外
に

も
「
法
人
税
減
税
」
を
公
約
に
掲
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
党
に
よ
れ
ば
、「（
減
税
に
よ
っ
て
）
投
資
が
刺
激
さ
れ
、
雇
用
も
創
出
さ
れ

る
の
で
、
結
果
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
用
の
税
収
が
今
ま
で
以
上
に
増
え
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
豹
変
」
は
、
同
党
に
よ
る
社
会
民
主

主
義
政
策
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
権
奪
取
に
欠
か
せ
な
い
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
表
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
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表 5　2011年スコットランド議会選挙　二大政党マニフェスト重要政策（要旨）比較

スコットランド民族党

・アルコール類に最低小売価格を再導入する。　ＮＨＳ予算を維持する。

・カウンシルタックス（※居住不動産価値に基づいて課す地方税）を凍結する。

スコットランド法案を修正して、法人税課税権を認める。

職業訓練所を10万か所認可したうえで、毎年 2 万 5 千人が職業訓練を受けら

れるようにする。

・警察官の人数は現状維持としたうえで、「ナイフを持たず、より良い生活」計

画を発表し、様々な警察サービス改善案を協議する。

・大学授業料の無料化を続ける。　小学校の学級規模を…（中略）…縮小する。

就学前児童の支援を拡充する。

・原発は新設しない。　再生可能なエネルギーの開発への投資を増加する。

・スコットランド独立の賛否を問う住民投票を実施する。

スコットランド法案を修正して、スコットランド議会の権限を拡大する。

スコットランド労働党

・癌治療専門家の診察を 2 週間以内に受診できる権利を導入する。

　ＮＨＳ予算を維持する。

・カウンシルタックスを凍結する。

・警察官の人数は現状維持とする。　ナイフの不法所持者に対する法律上の拘束

期間を最低でも半年間とする。

・スコットランド単位の警察と共通の消防を創設する。

・大学授業料の無料化を続ける。　専門職業訓練用の教員を千人ほど増やす。

・「その長所を考慮に入れて」原発新設計画を実行する。

2020年までに、再生可能なエネルギーが全体の 8 割を占めるようにする。

・スコットランド法案の規定に基づく借入限度額の増加と資本借入権の分権化

を支持する。

出典　 Paul Cairney and Neil McGarvey, Scottish Politics, second edition 
（Basingstoke: Palgrave Macmillan）, 2013, p. 77 （Box 4.5）.

一
八



二
〇
一
四
年
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コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
五
九
）

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
対
的
地
位
低
下
を
同
党
が
認
識
し
た
結
果
と
も
言
え
る

（
27
）

。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
点
が
明
ら
か
と
な
る
。

第
一
に
、
両
党
の
公
約
内
容
と
そ
の
類
似
化
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
並
み

の
「
包
括
政
党
」
に
脱
皮
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
責
任
野
党

（
28
）

」
化
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
少
数
与
党
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で
、「
統
治

政
党
」（
批
判
す
る
だ
け
の
万
年
野
党
で
は
な
く
、
安
心
し
て
統
治
〈
政
府
の
運
営
〉
を
委
ね
ら
れ
る
政
党
）
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
か

ら
認
識
さ
れ
る
ほ
ど
成
長
し
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
続
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
初
の
少
数
党
政
権
（
サ
モ
ン
ド
首
席
大

臣
）
が
相
対
的
に
安
定
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
政
治
学
者
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
（S

tephen D
river

）
に
よ
れ
ば
、

野
党
が
議
会
多
数
派
を
占
め
る
た
め
実
現
で
き
な
か
っ
た
政
策
も
い
く
つ
か
あ
る
に
せ
よ
、
野
党
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
カ
ウ
ン

シ
ル
タ
ッ
ク
ス
凍
結
な
ど
重
要
政
策
の
大
部
分
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
29
）

か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
実
線
部
分
、
即
ち
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
『
独
立
』
か
『
財
政
面
で
の
一
層
の
分
権
化
』
か
」
と
い
う
争
点
が
、
両
党
の
根

本
的
な
違
い
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
独
立
」
を
訴
え
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
同
選
挙
で
圧

勝
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
で
は
、
な
ぜ
同
じ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
に
よ
っ
て
「
独
立
」
が
拒
絶

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

③　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
党
首
サ
モ
ン
ド
の
存
在
と
役
割

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
主
導
体
制
確
立
と
、
二
〇
一
一
年
三
月
下
旬
に
生
じ
た
世
論
調

一
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査
・
二
大
政
党
支
持
率
逆
転
現
象
、
両
者
に
共
通
す
る
要
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
当
時
の
サ
モ
ン
ド
党
首
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
演
説
能
力
に
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
評
価
さ
れ
る
サ
モ
ン
ド

（
30
）

は
、
先
ず
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で

一
〇
年
間
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
党
首
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
労
働
党
に
対
抗
し
て
、
同
党
を
現
在
の
よ
う
な
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
顔
を
持
つ
」
社
会
民
主
主
義
的
・
親
欧
州
的
政
党
に
育
て
上
げ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
党
首
を
辞
任
し
て
か
ら
は
テ
レ

ビ
番
組
等
に
も
頻
繁
に
出
演
し
、
そ
の
「
顔
」
と
「
能
力
」
が
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
サ
モ
ン
ド
の
後
継
党
首
を
務
め
た
ス
ウ
ィ
ニ
ー
（John S

w
inney

）
は
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年

（
欧
州
議
会
選
挙
）
と
連
続
敗
北
し
て
、
そ
の
支
持
を
減
ら
し
た
。
同
年
の
引
責
辞
任
を
受
け
て
サ
モ
ン
ド
は
、‘I changed m

y m
ind ’

と

述
べ
て
突
然
党
首
選
挙
に
立
候
補
し
、
二
〇
〇
四
年
に
再
選
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、
既
述
の
よ
う
に
党
勢
と
選
挙
結
果
が
復
活
し
て
、

二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
実
施
に
至
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
二
〇
一
一
年
五
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
同
党
は
、
従
来
以
上
に
「
党
首
」
サ
モ
ン
ド
を
前
面

に
掲
げ
て
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
流‘presidential cam

paign ’

を
行
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
二
大
政
党
の
内
容
が
類
似
化
し
て
い
く
と
、
必
然
的
に
「
政
策
」
よ
り
「
党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
注
目
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
が

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独
立
」
で
は
な
く

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
政
権
二
期

目
を
承
認
し
た
理
由
は
、
同
党
へ
の
支
持
に
加
え
て
、「
人
格
化
し
た
」
党
首
・
首
席
大
臣
サ
モ
ン
ド
へ
の
支
持
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る

（
31
）

の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
サ
モ
ン
ド
党
首
に
よ
る
指
導
を
通
じ
て
、
政
党
政
治
の
「（
ア
メ
リ
カ
）
大
統
領
制

二
〇



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
一
）

化
」（presidentialization

）、
権
力
の
「
人
格
化
」
な
ど
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
、
現
代
的
「
党
首
（
個
人
）
中
心
型
」「
新
旧
メ
デ
ィ
ア

活
用
型
」
政
党
へ
と
変
容
し
た
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

④　

ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
重
要
性
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党

上
述
の
「
人
格
化
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
踏
ま
え
る
と
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
政
治
の
み
な
ら
ず
現
在
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政

治
（
有
権
者
お
よ
び
政
党
）
も
ま
た
、
従
来
的‘positional politics ’

か
ら‘valence politics ’

あ
る
い
は‘perform

ance politics ’

へ
と

変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
別
の
言
い
方
で
表
す
と‘partisan dealignm

ent ’

と
、
そ
れ
に
伴
う‘ideological 

convergence ’

と
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
現
在
の
有
権
者
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
よ
り
、
政
府
「
与
党
」
に

対
し
て
は
（
と
り
わ
け
経
済
面
で
の
実
績
を
中
心
と
し
た
）
過
去
の
業
績
評
価
認
識
を
通
じ
て
、
他
方
で
有
力
「
野
党
」
に
対
し
て
は
党
首
の

人
柄
や
政
策
実
行
能
力
の
見
込
み
上
の
期
待
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
32
）

。

し
た
が
っ
て
、
与
党
（
政
策
面
）
と
し
て
も
野
党
（
党
首
面
）
と
し
て
も
他
党
以
上
に
評
価
で
き
て
合
格
点
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、
特
定

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
ら
な
い
一
般
の
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
サ
モ
ン
ド
党
首
率
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
四

年
）
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑤　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
問
題
点

そ
の
意
味
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
政
党
の
も
う
一
方
の
雄
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
リ
ン
チ
（P

eter L
ynch

）
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、「
二
〇
〇
七
年
の
敗
北
か
ら
何
も
学
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
の
政
府
を
選
ぶ
た
め
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
選
挙
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
に
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

（
33
）

」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
実
施
は
、
ス

二
一
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五
年
三
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（
七
六
二
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コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
が
「
自
滅
」
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
を
恐
ら
く
初
め
て
本
格
的
に
研
究
し
た
ハ
ッ
サ
ン
（G

erry H
assan

）
ら
は
、
こ
の
「
自
滅
」
を
『
労
働
党

的
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
奇
妙
な
死
』
と
い
う
自
著
の
タ
イ
ト
ル
で
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
分
権
改
革
以
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
地
方
分
権
化
と
い
う
新
し
い
流
れ
に
党
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
、
党
内
議
論
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
党
内
で
下

院
議
員
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
議
員
と
の
絶
え
間
な
い
緊
張
関
係
や
抗
争
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
は
相
容
れ
な

い
伝
統
（
社
会
民
主
主
義
へ
の
執
着
）
を
本
能
的
に
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
の
党
本
部
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
命
令
に

忠
実
で
あ
り
続
け
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る

（
34
）

。

ま
た
、
既
述
の
と
お
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
サ
モ
ン
ド
党
首
の
長
期
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び

二
〇
〇
四
〜
二
〇
一
四
年
）
の
下
、
党
と
し
て
の
方
向
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
で

は
、
自
治
政
府
初
代
首
席
大
臣
を
務
め
た
デ
ュ
ー
ワ
（D

onald D
ew

ar

）
の
死
（
二
〇
〇
〇
年
）
後
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
絡
ん
で
指
導
者
が

頻
繁
に
交
代
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
環
境
に
上
手
く
適
応
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス

ト
的
な
党
本
部
（
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
）
志
向
の
ま
ま
、
単
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
拡
大
阻
止
の
み
の
た
め
に
地
方
分

権
改
革
を
支
持
す
る
存
在
で
し
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
地
方
分
権
改
革
に
対
し
て
も
決
し
て
党
内
一
枚
岩
で
は
な
く
、
ま

た
独
自
の
信
念
さ
え
持
た
な
か
っ
た

（
35
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

民
族
党
に
逆
転
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
必
然
的
か
つ
当
然
だ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

二
二



二
〇
一
四
年
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ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
三
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
は
対
照
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
と
り
わ
け
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
時
代
に
相
応
し
い
「
脱

ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
化
」
に
失
敗
し
た
だ
け
で
な
く
、「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
な
の
か
「
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
な
の
か
、
党
と
し
て

の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
（
文
字
ど
お
り
）‘conservative party ’

化
と

混
乱
な
い
し
怠
慢
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
さ
ら
に

│
良
い
意
味
で

│
変
容
・
躍
進
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「‘L

abour S
cotland ’

神
話
の
崩
壊

（
36
）

」
に
至
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
二
大
政
党
は

│
明
暗
を
分
け
る
形
で

│
変
容
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
り

わ
け
「
独
立
賛
成
派
」
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
サ
モ
ン
ド
党
首
の
下
、
単
な
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
党
か
ら
脱
皮
し
た
。

そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
社
会
全
体
の
利
益
に
理
解
を
示
す
唯
一
の
現
実
的
統
治
政
党
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

皮
肉
に
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
不
満
が
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
、
二
〇
一
四

年
の
住
民
投
票
に
お
い
て

│
地
方
分
権
改
革
の
一
層
の
充
実
化
を
条
件
と
し
て

│
連
合
王
国
残
留
が
（
圧
倒
的
大
差
で
は
な
か
っ
た
が
）

支
持
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑶　

二
〇
一
四
年
住
民
投
票
結
果

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
は
な
ぜ
否
決
さ
れ
た
の
か
？

周
知
の
よ
う
に
、
結
局
一
〇
ポ
イ
ン
ト
差
で
否
決
さ
れ
た
に
せ
よ
、
住
民
投
票
実
施
日
の
約
一
か
月
前
か
ら
直
前
に
か
け
て
、
当
初
少

な
か
っ
た
「
独
立
賛
成
派
」
支
持
率
が
「
独
立
反
対
派
」
の
そ
れ
を
一
時
的
に
上
回
っ
た

（
37
）

。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、「
独
立
し
た
場
合
ポ
ン
ド
（
£
）
の
使
用
は
認
め
な
い
」
と
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
ら
の
発
言
に
対
し
、
独
立

問
題
に
無
関
心
だ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
ま
で
反
発
し
た
こ
と
、
独
立
賛
成
派
に
よ
る
地
道
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
地
上
戦
）
の
成
果

が
徐
々
に
現
れ
出
し
て
い
た
こ
と
、
八
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
第
二
回
テ
レ
ビ
討
論
会
で
サ
モ
ン
ド
党
首
の
主
張
（
独
立
し
て
も
経
済
へ
の

二
三
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打
撃
は
な
い
と
す
る
見
解
）
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
慌
て
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
主
要
（
三
大
）
政
党

側
が
揃
っ
て
「
独
立
否
決
後
の
自
治
拡
大
・
地
方
分
権
の
一
層
の
推
進
」
を
公
式
に
約
束
し
た
こ
と
、
そ
し
て
女
王
に
よ
る
異
例
の
「
政

治
的
」
発
言
の
悪
影
響
、
な
ど
が
各
種
報
道
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
独
立
は
結
局
否
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
高
を
括
っ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
側
の
い
わ
ば
「
上
か
ら
目
線
」
に
対
す
る
反
発
、

独
立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
経
済
に
対
す
る
懸
念
が
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
決
め
た
い
」
と
い
う
当
然
の
願
い
、
な
ど
が
投
票
日
直
前
に
な
っ
て
一
定
の
効
果
を
示
し
た
結
果
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結
果
、
ほ
ぼ
「
六
対
四
」
の
割
合
で
連
合
王
国
残
留
が

支
持
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
政
党
政
治
や
選
挙
政
治
の
側
面
か
ら
説
明
す
る
と
、
先
ず
、
表
5
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党

は
、
今
す
ぐ
「
独
立
」
す
る
こ
と
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
独
立
の
賛
否
を
問
う
「
住
民
投
票
の
実
施
」
を
公
約

と
し
て
掲
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
を
支
持
し
て
同
党
に
投
票
し
た
有
権
者
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独
立
」
を
支
持
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
大
学
授
業
料
無
料
化
な
ど
、
同
党
の
他
の
公
約
を
支
持
し
て
投
票
し
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
二
〇
一
一
年
四
月
一
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｍ
世
論
調
査
の
結
果
、
全
部
で
二
五
個
の
政
策
課
題

（issues

）
の
う
ち
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
の
優
先
課
題
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
が
重
視
し
た
上
位
五
つ
は
、

以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。「
癌
の
疑
い
の
あ
る
患
者
の
診
療
待
ち
時
間
を
四
週
間
以
内
か
ら
二
週
間
以
内
へ
と
短
縮
す
る
」（
一
位
）、

「
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
警
察
官
の
人
数
は
現
状
維
持
と
す
る
」（
二
位
）、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
全
学
生
の
た
め
に
大
学
授
業
料
無
料

二
四



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
五
）

化
を
続
け
る
」（
三
位
）、「
失
業
中
（
無
職
）
の
若
者
向
け
職
業
訓
練
予
算
を
増
や
す
」（
四
位
）、
そ
し
て
「
家
族
全
員
年
金
生
活
者
の
世

帯
の
た
め
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
減
税
を
行
う
」（
五
位

（
38
）

）。

因
み
に
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
国
家
に
な
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
住
民
投
票
を
実
施
す
る
」
と
い
う
項
目
は
、
優
先
課
題
の

順
位
と
し
て
は
二
五
個
の
う
ち
二
二
位
（
下
か
ら
四
番
目
）
で
し
か
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族

党
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
平
均
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
関
心
は
、
主
に
医
療
や
治
安
、
教
育
、
減
税
な
ど
「
よ
り

生
活
に
直
結
し
や
す
い
」
別
の
問
題
、
即
ち
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
国
家
構
造
と
い
う
よ
り
、
経
済
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
う
に
あ
っ
た

と
言
え
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は
、
前
述
の
統
治
政
党
ら
し
さ
を
発
揮
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
二
〇
一
一
年
当
時
の
同

党
は
、
独
立
に
関
す
る
「
住
民
投
票
の
実
施
」
を
公
約
化
す
る
こ
と
で
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
是
非
」
を
選
挙
上
の
争
点
と
せ
ず
、

む
し
ろ
そ
れ
を
「
無
力
化
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る

（
39
）

。
ま
た
、
換
言
す
れ
ば
、
様
々
な
意
味
で

「
独
立
」
に
不
安
を
抱
く
有
権
者
で
も
、
他
の
政
策
を
支
持
で
き
れ
ば
安
心
し
て
同
党
に
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
一
年
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
勝
利
は
、
そ
の
ま
ま
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独
立
」
支
持
表
明
を
意
味

し
て
い
な
い
。
逆
に
、
同
党
が
地
方
分
権
の
流
れ
を
活
用
で
き
る
統
治
政
党
と
し
て
有
権
者
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
も
あ
え
て
「
独
立
」
に
拘
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
独
立
」
の
拒
絶
と
い
う
よ
り
、
従
来
ど
お
り
「
地
方
分
権
拡
大
」
が
支
持
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
る
べ
き
他
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、

既
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
か
ら
一
定
の
譲
歩
（
反
省
？
）
と
「
一
層
の
自
治
拡
大
・
分
権
推
進
」
の
言
質
と
い
う
「
ア
メ
」
を
勝

ち
取
っ
た
こ
と
、
ま
た
独
立
後
の
経
済
へ
の
不
安
が
（
特
に
都
市
部
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
経
済
界
か
ら
）
完
全
に
一
掃
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ

二
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
六
六
）

た
こ
と
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題
に
伴
う
状
況
悪
化
の
可
能
性
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

換
言
す
れ
ば
、
北
欧
的
小
規
模
独
立
国
家
の
形
成
と
い
う
「
理
想
主
義
」
が
、
経
済
面
生
活
面
で
の
安
定
と
一
層
の
充
実
と
い
う
「
現

実
主
義
」
に
勝
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
化
傾
向
、
即
ち
、
従
来
ほ

ど
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
ら
ず
「
よ
り
良
い
生
活
と
経
済
を
実
現
し
て
く
れ
そ
う
な
党
首
や
そ
の
政
党
」
に
投
票
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た

イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
有
権
者
の
存
在
（
変
容
）
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
と
い
う
変
容
・
現
状
と
、
そ
の
変
容
・
現
状
に
上

手
く
適
応
で
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
統
治
政
党
化
、
つ
ま
り
「
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
変
容
」
と
そ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
あ
る
分
析
に
よ
る
と
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
を
守
っ
て
く
れ
そ
う
な
政
府
を
自
ら
の
力
で
持
つ
こ
と
が

で
き
た
た
め
」
二
〇
〇
七
年
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
連
合
王
国
批
判
は
逆
に
減
少
し
た

（
40
）

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
れ
ば
、
今
回
の
住
民
投
票
結
果
は
「
投
票
率
」
の
高
さ
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た

（
41
）

。
し
た
が
っ
て
、
独

立
賛
成
派
が
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
相
対
的
に
高
い
投
票
率
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
約
八
五
％
と
い
う
最
近
で
は
珍
し
く
高

い
投
票
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
が
否
決
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
本
稿
で
の
考
察
結
果
を
あ
る
程
度
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
る
。

住
民
投
票
実
施
直
後
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の
詳
細
か
つ
本
格
的
な
分
析
・
評
価
は
差
し
控
え
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

国
家
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
政
党
政
治
の
あ
り
方
を
問
い
か
け
る
う
え
で
も
、
こ
の
住
民
投
票
結
果
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
だ
け

は
確
か
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
六



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
七
）

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、「
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
現
状
（
変
容
）
と
そ
の
影
響
」
と
い
う
新
し
い
分
析
視
角
を
通
じ
て
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
住
民
投
票
を
検
討
し
て
き
た
。

一
九
九
九
年
の
地
方
分
権
改
革
実
現
と
そ
の
流
れ
に
刺
激
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
主
要
（
三
大
）
政
党
は
、
実
質
上
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

化
し
始
め
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
以
上
に
「
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
あ
る
い
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ネ
ス
」
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
狭
間
で
「
何
と
か
切
り
抜
け
る
」（m

uddle through

）
こ
と
が
、

ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
側
・
イ
ギ
リ
ス
政
府
と

│
与
野
党
問
わ
ず

│
主
要
（
三
大
）
政
党
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

歴
代
保
守
党
党
首
の
な
か
で
も
、
実
は
地
方
分
権
改
革
を
比
較
的
尊
重
し
て
い
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
伝
統
的
な
そ
の
保
守
主
義
に
加
え

て
、
政
府
の
決
断
に
誤
り
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
せ
る
た
め
、
論
争
に
な
り
や
す
い
政
策
決
定
か
ら
自
ら
距
離
を
置
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（spatial leadership （
42
）

）
を
実
践
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、「
結
局
は
連
合
王
国
へ
の
残
留
が
支
持
さ
れ
る
」
と
い
う

「
上
か
ら
目
線
」
の
想
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
自
ら
の
党
首
生
命
を
賭
け
た
投
機
的
側
面
や
、
既
述
の
ジ
レ
ン

マ
に
影
響
さ
れ
た
消
極
的
「
そ
ら
し
」
の
一
面
も
伴
っ
て
い
た
。

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
を
決
定
づ
け
た
、
独
立
推
進
派
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
躍
進
の
背
景
と
し
て
は
、

有
権
者
側
の
変
容
に
上
手
く
対
応
し
た
サ
モ
ン
ド
党
首
の
役
割
と
同
党
の
方
向
性
の
明
確
化
、
そ
れ
に
伴
う
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
利
益
擁

護
者
」
と
し
て
の
統
治
政
党
化
、
そ
れ
と
同
時
に
進
行
し
て
い
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
「
脱
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
化
」
の
失
敗
（
党
と

し
て
の
方
向
性
の
曖
昧
さ
）
と
、
そ
れ
に
伴
う
同
党
の
自
滅
、
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
七
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
心
の
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
の
意
思
で
「
独
立
」
は
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
そ

こ
に
は
、
断
固
た
る
「
独
立
」
の
拒
絶
で
は
な
く
、「
一
層
の
権
限
移
譲
」
の
支
持
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け

サ
モ
ン
ド
の
存
在
な
ら
び
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
変
容
（
成
長
）
と
そ
の
「
実
績
」
の
お
か
げ
で
、
経
済
面
で
将
来
的
に
不
安
が

残
る
「
分
離
独
立
」
を
わ
ざ
わ
ざ
選
択
せ
ず
と
も
、
着
実
で
リ
ス
ク
の
少
な
い
「
今
後
一
層
の
地
方
分
権
充
実
化
」
を
勝
ち
取
れ
る
と
い

う
認
識
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
ジ
レ
ン
マ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
明
暗
（
成
長
と
自
滅
）、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
事
象
に
象
徴
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
全
般
の
変
容
、
特
に
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
傾
向
の
深
化
も
、
二
〇
一
四
年

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
実
施
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
住
民
投
票
結
果
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
に
対
す
る
現
代
イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
政
党
政
治
の
変
容
と
そ
の
影
響
を
あ
ら
た
め
て

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
現
代
政
党
に
お
け
る
「
党
首
」
の
相
対
的
重
要
性
や
、
有
権
者
の
政

党
支
持
・
投
票
行
動
に
お
け
る
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
化
傾
向
な
ど
も
明
ら
か
だ
と
言
え
る
。

現
在
、
と
り
わ
け
地
方
分
権
改
革
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
構
造
は
権
力
分
散
化
傾
向
に
あ
る

（
43
）

。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
政
治
も
ま
た
、
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
傾
向
な
ど
同
様
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
特
に
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
的
色
彩
の
濃
い
イ
ギ
リ
ス
主
要
（
三
大
）
政
党
に
お
い
て
は
、
仮
に
連
合
王
国
を
そ
の
ま
ま
の
姿
で
維
持
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
声
や
自
主
性
を
従
来
以
上
に
尊
重
す
る
党
運
営
や
、
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
を
意
識
し
た
党
内
ガ
バ
ナ
ン
ス

等
が
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う

（
44
）

。

そ
の
結
果
が
何
で
あ
れ
、
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
は
、
全
英
（
あ
る
い
は
世
界
）
規
模
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
自
治

二
八



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
六
九
）

拡
大
要
求
・
地
方
分
権
改
革
プ
ロ
セ
ス
の
一
里
塚
に
過
ぎ
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
、
政
党
政
治
の
あ
り
方
や
今
日
的
問
題
点
を
（
有
権
者

の
み
な
ら
ず
、
当
の
政
治
家
た
ち
に
も
）
真
剣
に
考
え
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
を
与
え
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
と
サ
モ
ン
ド
首
席
大
臣
が
署
名
し
た
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
の
取
り
決
め
」

（
エ
ジ
ン
バ
ラ
協
定
）
に
基
づ
き
、
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
国
に
な
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
」（‘S

hould S
cotland 

be an independent country？
’

）
と
い
う
質
問
項
目
の
み
へ
の
賛
成
（Y

es

）・
反
対
（N

o

）
を
問
う
形
で
行
わ
れ
た
。

投
票
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
有
権
者
数　

四
二
八
万
三
、三
九
二
人

独
立
賛
成
（Y

es

）
…
一
六
一
万
七
、九
八
九
票
（
得
票
率　

約
四
五
％
）、
独
立
反
対
（N

o

）
…
二
〇
〇
万
一
、九
二
六
票
（
得
票
率　

約

五
五
％
）、

投
票
率
八
四
・
六
％
。＜

http:w
w
w
.bbc.com

/new
s/events/S

cotland-decides/results＞

ほ
か
。

（
2
） 

最
近
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
欧
州
議
会
選
挙
に
お
け
る
英
国
独
立
党
の
、
各
地
域
議
会
選
挙
に
お
け
る
民
族
主
義
諸
政
党
・
例
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
選
挙
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
、
支
持
率
増
加
が
著
し
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
前
者
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
完

全
脱
退
を
、
後
者
は
連
合
王
国
（
Ｕ
Ｋ
）
か
ら
の
独
立
を
、
そ
れ
ぞ
れ
党
是
と
し
て
訴
え
て
い
る
。

（
3
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
（
全
一
二
九
議
席
）
に
お
け
る
第
一
回
目
の
選
挙
（H

olyrood election

）
は
一
九
九
九
年
五
月
六
日
に
行
わ
れ
、

一
九
九
九
年
七
月
一
日
に
女
王
が
新
議
会
開
設
を
宣
言
し
た
。

そ
の
選
挙
制
度
は
、‘constituency’

即
ち
「
小
選
挙
区
制
」（
七
三
議
席
）
に‘regional list’

即
ち
八
つ
の
地
域
別
選
挙
区
単
位
の
「
政
党
名
簿

式
比
例
代
表
制
」（
五
六
議
席
）
を
加
え
た
二
本
立
て
で
行
わ
れ
、「
付
加
的
投
票
制
」（additional m

em
ber system

, A
M

S

）
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
有
権
者
は
、
投
票
日
当
日
、
二
票
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。

（
4
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
・
自
治
政
府
側
が
住
民
投
票
実
施
年
と
し
て
拘
っ
た
二
〇
一
四
年
と
い
う
年
は
、
中
世
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ

バ
ー
ト
一
世
（R

obert Ⅰ
, 1274

│1329

）
率
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
軍
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
に
勝
利
を
収
め
、
一
三
〇
七
年
以
来
イ
ン
グ
ラ
ン

二
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
〇
）

ド
に
占
領
さ
れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
確
か
な
も
の
に
し
た
と
さ
れ
る
バ
ノ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
戦
い
（B

attle of B
annockburn, 1314

）

か
ら
七
〇
〇
年
目
に
当
た
る
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
統
一
地
方
選
挙
や
「
小
選
挙
区
制
存
続
の
是
非
（
選
択
投
票
制
採
用
の
賛
否
）
を
問
う
国

民
投
票
」（
小
選
挙
区
制
存
続
が
決
定
）
と
同
日
（
五
月
五
日
）
に
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
（
全
一
二
九
議
席
）
で

の
主
要
政
党
獲
得
議
席
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。　

※
（　

）
内
の
数
字
は
前
回
比
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党　

六
九
議
席　
（＋

二
二
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党　

三
七
議
席　
（－

　

九
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党　

一
五
議
席　

以
下
略

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
民
党　

　

五
議
席　

そ
の
他　

　
　
　
　
　
　
　
　

三
議
席　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
の
表
1
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
） Iain M

cL
ean, Jim

 G
allagher and G

uy L
odge, S

cotlan
d

’s C
h

oices  T
h

e R
eferen

d
u

m
 an

d
 W

h
at H

appen
s afterw

ard
s 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

）2013 
（rep.

） , p. 6.

（
6
） ＜

http://w
w
w
.legislation.gov.uk/ukpga/1998/46/schedule/5＞

（
7
） I. M

cL
ean et al., op. cit., pp. 6-7.

こ
の
見
解
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
政
府
諮
問
書S

cotland’s C
onstitutional F

uture

で
も
表
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ
ギ

リ
ス
政
府
側
に
よ
る
公
式
の
法
的
見
解
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
異
例
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
担
当
法
務
官
も
、

二
〇
一
二
年
一
月
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
の
講
演
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
政
府
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
と
さ
れ
る
。Ibid., p. 7.

（
8
） 

二
〇
一
二
年
一
月
八
日
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
番
組
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
が
述
べ
た
コ
メ
ン
ト
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
同
時
に
「
来
た
る
日
に
備
え
て
イ
ギ
リ

三
〇



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
一
）

ス
政
府
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
家
構
造
（
憲
法
）
上
の
立
場
を
め
ぐ
る
投
票
に
関
し
て
法
的
見
解
を
示
す
用
意
が
あ
る
」
と
発
言
し
た
。
そ
れ

に
加
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
に
は
透
明
性
（clarity

）
が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も
、
後
か
ら
で
は
な
く
今
す
ぐ
実
施
す
べ

き
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-19907675＞

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
や
発
言
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
と
い
う
厄
介
な
問
題
に
直
接
積
極
的
に
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
イ

ギ
リ
ス
政
府
側
の
姿
勢
（
本
音
）
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
9
） I. M

cL
ean et al., op. cit., p. 7.

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-19907675＞

一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
・
セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇
の
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
一
部
省
略
）。

セ
ク
シ
ョ
ン
三
〇　

　

立
法
権
、
補
足

⑴　
（
留
保
事
項
に
つ
い
て
示
し
た
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
五
は
効
力
を
有
す
る
。

⑵　

枢
密
院
令
を
通
じ
て
、
国
王
は
、
必
要
か
つ
一
時
的
に
有
効
だ
と
判
断
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
四
も
し
く
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
五
の
内
容
を
修
正

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

＜

省
略＞

⑷　

枢
密
院
令
に
規
定
さ
れ
た
別
の
条
項
と
の
関
連
で
、
必
要
か
つ
一
時
的
に
有
効
だ
と
判
断
し
た
場
合
、
本
セ
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
枢
密
院
令

を
通
じ
て
、
国
王
は
、

　

⒜　
（
本
法
に
含
ま
れ
た
、
あ
る
い
は
規
定
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
法
規
を
含
む
）
い
か
な
る
法
規
も
し
く
は
国
王
大
権
に
基
づ
く
法
令
文
書
、

ま
た
は
、

　

⒝　

い
か
な
る
そ
の
他
の
協
定
書
も
し
く
は
文
書

　
　
　

│
│
│
│
│
│ 

に
関
す
る
修
正
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

＜
http://w

w
w
.legislation.gov.uk/ukpga/1998/46/section/30＞

三
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
二
）

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
枢
密
院
令
と
は
、
国
王
が
枢
密
院
（P

rivy C
ouncil

）
に
諮
問
し
て
発
令
さ
れ
る
勅
令
を
指
す
。
例
え
ば
二
〇
〇
二
年
に

は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
く
枢
密
院
令
（a section 30 O

rder

）
を
用
い
て
、
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
執
政
府
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
鉄
道
管
理
権

を
与
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
（S

I 2002 N
o 1629

）。

（
10
） ＜

http://w
w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-19907675＞

（
11
） 

エ
ジ
ン
バ
ラ
協
定
で
は
、「
住
民
投
票
に
お
け
る
既
述
の
質
問
項
目
は
一
つ
の
み
と
す
る
」「
二
〇
一
四
年
末
ま
で
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
」

「
選
挙
委
員
会
（E

lectoral C
om

m
ission

）
が
住
民
投
票
を
管
理
す
る
」
な
ど
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。

C
f. A

G
R

E
E

M
E

N
T

 : betw
een

 th
e U

n
ited

 K
in

gd
om

 G
overn

m
en

t an
d

 th
e S

cottish
 G

overn
m

en
t on

 a referen
d

u
m

 on
 

in
d

epen
d

en
ce for S

cotlan
d

, E
dinburgh, 15 O

ctober 2012.

＜
http://w

w
w
.num

ber 10. gov.uk/w
p-content/uploads/2012/10/A

greem
ent-fi nal-for-signi

…＞

こ
のa section 30 O

rder
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
は
上
下
両
院
で
、
そ
れ
ぞ

れ
審
議
・
承
認
さ
れ
た
後
、
同
年
二
月
に
女
王
の
裁
可
を
得
た
。I. M

cL
ean et al., op. cit., p. 7.

（
12
） 

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
自
由
主
義
的
保
守
主
義
に
つ
い
て
ヘ
ッ
ペ
ル
（T

im
othy H

eppell

）
は
、「
社
会
的
経
済
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
「
ソ
フ
ト
な

（
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
完
全
脱
退
に
は
固
執
し
な
い
）
欧
州
懐
疑
主
義
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
は
「
サ
ッ
チ
ャ

リ
ズ
ム
を
否
認
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
を
完
全
に
是
認
す
る
も
の
で
も
な
い
」
と
見
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
同
じ
立
場
の
党
下
院
議
員
は
、
二
〇
一
〇
年
議
会
の
院
内
保
守
党
に
お
い
て
ほ
ん
の
少
数
に
過
ぎ
な
い
（
経
済

的
に
は
リ
ベ
ラ
ル
だ
が
、
社
会
的
に
は
「
保
守
」
の
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
者
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
」
保
守
主
義
者
の
ほ
う
が
今

で
も
圧
倒
的
に
多
い
）
と
分
析
し
て
い
る
。

C
f. T

. H
eppell, “C

am
eron and L

iberal C
onservatism

: A
ttitudes w

ithin the P
arliam

entary C
onservative P

arty and 

C
onservative M

inisters”, T
h

e B
ritish

 Jou
rn

al of P
olitics an

d
 In

tern
ation

al R
elation

s, 15-3, 2013, p. 341.

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
伝
統
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
現
在
』
晃
洋
書
房
、

二
〇
一
四
年
も
参
照
さ
れ
た
い
。

三
二



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
三
）

（
13
） A

ndrew
 M

ycock and R
ichard H

ayton, “T
he P

arty P
olitics of E

nglishness”, T
h

e B
ritish

 J
ou

rn
a

l of P
olitics a

n
d

 

In
tern

ation
al R

elation
s, 16-2, 2014, p. 253.

（
14
） C

f. Jim
 B

ulpitt, “T
he D

iscipline of the N
ew

 D
em

ocracy: M
rs T

hatcher’s D
om

estic S
tatecraft”, P

olitical S
tu

d
ies, 34-1, 

1985.

（
15
） A

ndrew
 G

am
ble, T

h
e F

ree E
con

om
y an

d
 th

e S
tron

g S
tate  T

h
e P

olitics of T
h

atch
erism

 

（B
asingstoke: M

acm
illan

） 1988, 

pp. 167-170. 
（
小
笠
原
欣
幸
訳
『
自
由
経
済
と
強
い
国
家　

サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
政
治
学
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
二
二
四
│
二
二
七
頁
）。

（
16
） 

今
日
で
は
「
隔
世
の
感
」
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
一
九
五
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
保
守
党
得
票
率
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
五
〇
・
一
％
と
、

そ
の
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
。
因
み
に
、
一
九
五
五
年
総
選
挙
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

の
労
働
党
得
票
率
は
四
六
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
の
得
票
率
は
〇
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
。L

ynn B
ennie, Jack B

rand and 

Jam
es M

itchell, H
ow

 S
cotlan

d
 votes  S

cottish
 parties an

d
 election

s 

（M
anchester: M

anchester U
niversity P

ress

）, 1997, p. 50.

（
17
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の‘new

 politics’
と
い
う
概
念
は
、
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
の
政
治
を
示
す
用
語
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
用
い
ら
れ

始
め
た
。
し
か
し
そ
の
意
味
と
解
釈
は
多
様
で
あ
り
、
例
え
ば
「
政
府
介
入
を
も
っ
と
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
連
合
王
国
「
周

辺
」
地
域
の
政
治
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
て
欲
し
い
、
換
言
す
れ
ば
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
的
遺
産
は
将
来
の
政
治
的
意
思
決

定
に
お
い
て
影
響
力
を
持
っ
て
欲
し
く
な
い
、
と
い
っ
た
「
願
望
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。P

aul C
airney and N

eil M
cG

arvey, 

S
cottish

 P
olitics, second edition 

（B
asingstoke: P

algrave M
acm

illan

） 2013, pp. 10-11, p. 13.

（
18
） A

. M
ycock and R

. H
ayton, op. cit., p. 256.

（
19
） 

Ibid., p. 266.

（
20
） 

Ibid., pp. 267-268.

（
21
） 

Ibid., pp. 256-257.

保
守
党
内
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
求
め
た
り
支
持
し
た
り
す
る
傾
向
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
以
下
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

三
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
四
）

①　
〔
幹
部
議
員
レ
ベ
ル
〕

二
〇
〇
五
年
党
首
選
挙
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
決
選
投
票
を
争
っ
た
党
内
右
派
の
デ
ー
ヴ
ィ
ス
（D

avid D
avis

）
は
、
二
〇
〇
一
年
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
住
民
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
と
同
じ
選
択
を
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
」（E

ngland P
arliam

ent

）
創
設
を
め

ぐ
る
住
民
投
票
実
施
を
支
持
す
る
よ
う
訴
え
る
準
備
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
党
首
選
挙
に
立
候
補
し
て
、
当
時
の
メ
ー
ジ
ャ
ー

（John M
ajor

）
首
相
に
挑
戦
し
た
、
同
じ
く
党
内
右
派
の
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
（John R

edw
ood

）
も
、
二
〇
〇
七
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地

域
か
ら
選
出
さ
れ
た
同
僚
議
員
と
も
会
合
で
き
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
」
を
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
事
堂
内
に
設
置
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

選
出
議
員
は
そ
こ
に
籍
を
置
く
よ
う
提
案
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

②　
〔
一
般
党
員
・
支
持
者
レ
ベ
ル
〕

マ
イ
コ
ッ
ク
ら
の
指
摘
に
よ
る
と
、C

onservative hom
e

調
査
に
お
い
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
独
自
の
議
会
を
置
く
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見

に
同
意
し
た
回
答
者
の
割
合
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
の
調
査
で
は
、
回
答
者
の
三
二
％
で
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
の
調
査

で
は
、
五
一
％
に
ま
で
増
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
のY

ouG
ov

世
論
調
査
結
果
で
は
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
保
守

党
に
投
票
し
た
と
答
え
た
回
答
者
の
う
ち
、
そ
の
「
四
分
の
三
」
が
自
分
を‘B

ritish’

と
い
う
よ
り‘E

nglish’

と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

Ibid., p. 257, p. 259.

（
22
） 

い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
」
は
、
地
方
分
権
化
し
た
連
合
王
国
内
に
お
け
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
不
確
か
な
立
場
を
検
証
す
る
こ
と

と
関
係
が
深
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
と
「（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
含
む
）
連
合
王
国
」
全
体
の
事
柄
に
つ
い
て
発
言
で
き

る
の
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
は
（
税
金
等
で
支
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
独
自
の
事
柄
に
は
口
出
し
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
、
国
家
構
造
上
の
不
公
平
さ
を
表
す
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
。

（
23
） 

Ibid., p. 257.

因
み
に
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
自
民
党
と
の
間
で
合
意
を
み
た
「
連
立
政
権
政
策
綱
領
」（C

oalition program
m
e for governm

ent

）
に
お
い

て
も
、
政
治
改
革
の
一
環
と
し
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
諸
問
題
を
検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

三
四



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
五
）

C
f. G

reg H
urst 

（ed.

）, T
h

e T
im

es G
u

id
e to th

e H
ou

se of C
om

m
on

s 2010 T
h

e D
efi n

itive R
ecord

 of B
ritain

’s H
istoric 2010 

G
en

eral E
lection 

（L
ondon: T

im
es B

ooks

）, 2010, p. 322.
（
24
） 

Ibid., p. 259

（
25
） 
本
文
中
に
グ
ラ
フ
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、S
P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, p. 20

（F
igure 1

）, p. 21

（F
igure 2

）　

＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

を
参
照
。

最
新
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
研
究
に
よ
る
と
、
党
員
の
六
九
％
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
都
市
部
郊
外
出
身
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
本
質
的

に
同
党
は
農
村
型
政
党
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
中
産
階
級
、
専
門
職
、
高
学
歴
の
党
員
も
多
い
。
ま
た
他
党
員
に
比
べ
て
高
齢
者
と
男
性
（
六
八
・
二
％
）
が
多
く
、

四
〇
％
以
上
の
党
員
は
い
か
な
る
宗
教
と
も
関
わ
り
を
持
た
な
い
。
他
党
員
と
比
較
し
て
党
活
動
が
活
発
な
印
象
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
党
活
動
は

低
迷
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
、
回
答
し
た
同
党
員
の
約
七
〇
％
が
自
ら
の
活
動
を
「
あ
ま
り
積
極
的
で
な
い
」「
全
然
積
極
的
で
な
い
」
と
考
え
て
い

る
と
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
も
ま
た
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
党
組
織
の
変
容
（
弱
体
化
）
現
象
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
モ

ン
ド
「
党
首
」
の
個
人
的
貢
献
も
比
較
的
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

R
ussell D

eacon, D
evolu

tion
 in

 th
e U

n
ited

 K
in

gd
om

, second edition 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

） 2012, p. 47.

（
26
） S

P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011 ＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

（
27
） C

f. S
tephen D

river, U
n

d
erstan

d
in

g B
ritish

 P
arty P

olitics 

（C
am

bridge: P
olity P

ress

） 2011, pp. 129-130.

（
28
） 

「
責
任
野
党
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合‘the O

pposition’
（
陛
下
の
反
対
党
・
国
政
第
一
野
党
）
に
象
徴
さ
れ
る

│
政
権
意
欲
や
適
応
性

あ
る
い
は
政
権
交
代
な
ど
を
通
じ
て
、
信
頼
で
き
る
代
替
政
党
と
し
て
次
第
に
認
知
さ
れ
、「
制
度
化
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

│
「
潜
在
的
政

権
政
党
」
を
意
味
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
責
任
野
党
の
特
質
や
発
展
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
研
究　

政
権
交
代
の
あ
り
方
と
オ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
力
』
時
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
六
）

（
29
） S

. D
river, op. cit., p. 131.

（
30
） 

一
九
五
四
年
生
ま
れ
の
サ
モ
ン
ド
は
、
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
大
学
卒
業
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
銀
行
に
勤
務
し
て
、

政
界
入
り
す
る
前
か
ら
主
に
経
済
畑
で
実
績
と
経
験
を
積
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
一
九
七
九
年
総
選
挙
で
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
低
迷
期
に
入
っ
た
後
、
党
内
で
抬
頭
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
総
選
挙
で
は
同
党
下
院
議
員
に
も
当
選
し
、

同
党
の‘a rising star’

と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
以
降
は
、
少
数
与
党
を
率
い
つ
つ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
首
席
大
臣
と
し
て
、
そ
の
政
府
政
策
面
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け

Ｎ
Ｈ
Ｓ
や
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
な
ど
の
政
策
が
多
く
の
有
権
者
か
ら
支
持
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
攻
撃
的
か
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
抗
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
逆
に
成
功
を
収

め
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/uk-scotland-scotland-politics-28835771＞

（
31
） 

当
時
の
あ
る
報
道
（
二
〇
一
一
年
四
月
四
日
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
世
論
調
査
で
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
族
党
支
持
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
支
持
を
初
め
て
上
回
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
点
は
、
党
首
の
知
名
度
で
大
差
が
つ
い
て
い

た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

党
首
の
顔
写
真
を
有
権
者
に
見
せ
た
調
査
結
果
で
は
、
八
五
％
の
回
答
者
が
サ
モ
ン
ド
党
首
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
の
に
対
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
労
働
党
党
首
グ
レ
ー
（Iain G

ray

）
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
二
七
％
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
ら
か
に
サ
モ
ン
ド
は
、

ホ
ー
リ
ー
ル
ー
ド
で
唯
一
最
大
の
大
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
グ
レ
ー
は
、
誠
実
で
き
ち
ん
と
し
た
人
物
で
は
あ
る
が
、

第
一
線
の
政
治
家
と
し
て
は
好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
（Y

ouG
ov polls, 4 M

ay 2011

）
も
あ
る
。

S
P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, p. 13, p. 18.＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

（
32
） 

従
来
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
研
究
で
は
、
伝
統
的
な
「
階
級
」
や
「
地
域
」
な
ど‘position’

に
基
づ
く
政
党
支
持
・
投
票
行
動
説
明
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。

し
か
し
現
代
型
無
党
派
層
が
増
大
し
た
と
さ
れ
る
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
、「
良
好
な
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
善
」
あ
る
い

三
六



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
七
）

は
「
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
っ
た
「
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段
は
と
も
か
く
、
そ
の
目
標
に
関
し
て
は
異
論
が
出
せ
な
い
よ
う
な
争
点
・
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
に
対
す
る
各
党
の
実
績
ま
た
は
イ
メ
ー
ジ
を
有
権
者
が
判
断
し
て
投
票
す
る
と
い
う
考
え
方
、
即
ち‘valence politics’

の
ほ
う
が
、
有
権
者

の
政
党
支
持
・
投
票
行
動
を
よ
り
合
理
的
に
説
明
で
き
る
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

P
. C

airney and N
. M

cG
arvey, op. cit., pp. 77-78.

（
33
） S

P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, pp. 31-32. 

＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

（
34
） G

erry H
assan and E

ric S
haw

, T
h

e S
tran

ge D
eath

 of L
abou

r S
cotlan

d 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

） 2012, 

pp. 320-322, pp. 326-327.

（
35
）  R

. D
eacon, op. cit., pp. 50-52, p. 61.

蛇
足
だ
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
、
従
来
の
名
称‘the L

abour P
arty in S

cotland’

を
、
一
九
九
四
年
に‘the S

cottish L
abour 

P
arty’

へ
変
更
し
て
い
る
。

（
36
） G

. H
assan and E

. S
haw

, op. cit., pp. 327-328.

（
37
） 

例
え
ば
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
九
日
の
時
点
で
、
独
立
賛
成
…
四
二
％
、
独
立
反
対
…
四
八
％
、
分
か
ら
な
い
…
一
一
％
と

な
っ
て
い
た
。＜

http://w
w
w
.bbc.com

/new
s/events/S

cotland-decides/poll-tracker＞

と
こ
ろ
が
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
九
月
初
旬
のY

ouG
ov

調
査
で
は
、
独
立
賛
成
（
五
一
％
）
が
独
立
反
対
（
四
九
％
）
を
こ
の
種
の
世
論
調
査
で

初
め
て
上
回
り
、
投
票
日
直
前
ま
で
結
果
の
予
想
が
全
く
つ
か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
九
月
八
日
ほ
か
。

（
38
） S
P
IC

e B
riefi ng E

lection 2011, pp. 11-12.  

＜
http://w

w
w
. scottish. P

arliam
ent.uk/m

sps/29398.aspx＞

六
位
か
ら
一
〇
位
に
は
、
以
下
の
政
策
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
向
こ
う
二
年
間
、
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
凍
結
す
る
」「
低
所
得
年
金
生
活
者
か

ら
は
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
徴
収
し
な
い
」「
六
〇
歳
以
上
の
人
た
ち
の
バ
ス
料
金
無
料
化
を
続
け
る
」「
公
共
部
門
に
支
払
う
最
高
限
度
額
を

三
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
七
七
八
）

一
〇
％
ほ
ど
カ
ッ
ト
す
る
」「
処
方
薬
無
料
化
を
続
け
る
」。

（
39
） P

. C
airney and N

. M
cG

arvey, op. cit., pp. 131-132.
（
40
） M

artin Ince, “T
im

e to B
reak F

ree? w
hat are the issues that face S

cottish voters as the referendum
 loom

s”, N
ick S

tevens 
（ed.
）, B

ritain
 in

 2014 

（S
w
indon: E

conom
ic and S

ocial R
esearch C

ouncil

） 2013, p. 67.

（
41
） M

ichael K
eating, “F

oresight: S
cotland D

ecides”, P
olitical In

sigh
t, A

pril 2014, P
S
A
, p. 19.

（
42
） M

att C
ole and H

elen D
eighan, P

olitical P
arties in

 B
ritain 

（E
dinburgh: E

dinburgh U
niversity P

ress

） 2012, p. 113.

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
カ
ー
（W

illiam
 R

iker

）
の
指
摘
す
る‘heresthetics’

、
即
ち
「
政
治
家
が
、
決
め
る
べ
き
事
柄
の
順
序

を
意
図
的
に
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
び
と
の
潜
在
的
志
向
を
変
え
ず
に
政
治
的
結
果
の
み
変
え
よ
う
と
す
る
技
術
」
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

C
f. W

illiam
 R

iker, “T
he H

eresthetics of C
onstitution-M

aking: T
he P

residency in 1787, w
ith C

om
m
ents on D

eterm
inism

 and 

R
ational C

hoice”, T
h

e A
m

erican
 P

olitical S
cien

ce R
eview

, 78-1, 1984.

R
ichard H

ayton, “C
onservative P

arty S
tatecraft and the P

olitics of C
oalition”, P

arliam
en

tary A
ffairs, 67-1, 2014, p. 12.

（
43
） 

例
え
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
元
来
イ
ギ
リ
ス
で
は
貴
族
院
が
最
高
裁
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ア
政
権
に
よ
る
一
連

の
地
方
分
権
改
革
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
最
高
裁
機
能
が
貴
族
院
か
ら
分
離
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
連
合
王
国
裁
判

所
が
二
〇
〇
九
年
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
司
法
機
能
面
で
の
権
力
分
立
が
一
層
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
44
） 

因
み
に
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
リ
ー
ダ
ー
選
挙
（
得
票
総
数
五
、六
七
六
票
、
投
票
率
六
三
・
四
％
）
で
は
、

「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
内
に
留
ま
っ
て
党
内
改
革
を
進
め
て
い
く
」
と
訴
え
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（R

uth D
avidson

）
が
、「
新
し

い
独
自
の
中
道
右
派
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
を
目
指
す
」
と
主
張
し
た
対
抗
馬
フ
レ
イ
ザ
ー
（M

urdo F
raser

）
に
五
六
六
票
差
で
勝
利
を
収
め
た
。

こ
れ
を
見
る
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
保
守
党
に
お
い
て
は
、「
過
去
と
の
断
絶
と
地
域
の
自
主
性
を
重
視
し
て
い
く
路
線
（
改

革
志
向
派
）」
が
「
党
中
央
（
ロ
ン
ド
ン
）
に
従
っ
て
漸
進
的
な
改
革
を
継
続
す
る
路
線
（
現
状
維
持
派
）」
に
敗
北
し
た
と
言
え
る
。

A
lan C

onvery, “T
he 2011 S

cottish C
onservative P

arty L
eadership E

lection: D
ilem

m
as for S

tatew
ide P

arties in R
egional 

三
八



二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
（
渡
辺
）

（
七
七
九
）

C
ontexts”, P

arliam
en

tary A
ffairs, 67-2, 2014, p. 306.

﹇
付
記
﹈　 

本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
（
未
定
稿
）
に
一
部
修
正
を
加
え
た
内
容
で
あ
る
。
学
会
報
告
で
は
、
会
員

諸
氏
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

三
九
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